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はじめに
　創立者池田大作博士は、リーダーシップの観点から現代社会の問題点を次のように指摘してい
る[1]。「大切なのは『これから』なのだ。これまで働いて得られた富や豊かさを、どう世界のため、
全人類のために役立てるか。今それが問われているのだと思う。（中略）人間は何のために働き、
何のために生きるのか―。その展望がみえていない。『哲学』『人間性』に欠けている。富や力を
『何のために』活かすのかという価値観こそが、真の繁栄へと向かわせる推進力なのだ」。この
指摘を受け、本稿では、持続可能な地球環境の構築が不可欠な未来社会において基盤となるべき
哲学、価値観を明らかにしたい。
　創立者は従来から、法華経、日蓮仏法の智慧を我々の日常生活に適用した実践哲学としての
「人間主義哲学」を提唱している。この哲学は、単なる思想に止まるものではなく、今日の我々
の価値概念の基盤を形作ると同時に、日常行動の規範となる価値観である。本稿では、池田人間
主義哲学の三つの大きな特徴を抽出し論ずることとする。その特徴の一つは「民衆尊極」、すな
わち普通の人間が最も崇高な存在であるとする考え方である。二つ目は、「全体人間」の思想で
あり、三つ目は「自他ともの幸福」の追求である。
　一方、創価大学では 1995 年から日本を代表する企業のトップリーダーが講演を行う授業を開
講している。現在までに創価大学に来学し講演を行った日本企業のトップ経営者の数は、200 を
超えている。本稿では、上述した池田人間主義哲学の三つの特徴と日本企業のトップリーダーの
経営の智慧の関連性を探り、未来社会に必要とされる思想基盤を明らかにする。
１．最も尊貴な存在としての民衆―民衆尊極の思想
　第一の「民衆尊極」もしくは「凡夫即極」ともいわれる考え方は日蓮仏法の思想の中核といっ
て良い。「凡夫即極」とは、「凡夫の姿のままで極果（仏界）に達すること」[2] を教えるものであ
り、最も尊い存在は、色相荘厳された仏ではなく、凡夫であること。凡夫の心の中に必ず仏性が
あり、それを開花することができるとする教えである。仏性の開花とは後に述べる「自他ともの
幸せ」を追求する行動を促すことにつながるのであるが、この節ではこの思想から菩薩・仏へ向
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かう成長力、すなわち「人間は、無限の可能性を持っている」という自己の壁を破りつつ成長し
ていく人間力について論じてみたい。
　創価大学に来学した多くのトップリーダーがリーダーシップの要件の一つとして「自己変革
力」をあげている。日本の企業は新入社員の教育に熱心であることは知られているが、もう一つ、
本稿で指摘したいのは、日本の会社の人事異動も人材育成の観点から行われていることである。
日本企業の人事異動はトップダウンでなされるものであり、欧米企業のように決して経営者と従
業員の相談で決まるものではない。この人事異動に関連して、トップが語っている挿話を数例紹
介しよう[3]。
　新日鉄ソリューションの棚橋康郎会長は、自己の人事異動について次のように語っている。
「当時の（新日鐵）今井社長にエレクトロニクス・情報通信事業部担当取締役にと言われた時は
椅子から転げ落ちんばかりに驚きました。それまでの私はキーボードなど軽蔑してさわりもしな
い男で、ワープロだって人任せ」。「驚きから立ち直ったあとは、いつものように『与えられた場
所が死に場所』という心情になることができました。それに、担当する以上は自分の足跡を残し
たいという気持ちもありましたしね」。これは、典型的なトップダウン人事の例であろう。
　リコーの桜井正光社長は、人事異動について「さまざまな仕事にたじろぐことなく、好奇心の
赴くままに取り組めた。個人的に色々な部門を体験したことが大きな糧になっています」と語っ
ている。性格として緻密な分析をして計画を練るタイプが、とりあえず動いてみるタイプに変っ
た例である。
　セイコーエプソンの草間三郎会長は、「研究開発から技術、製造、品質保証までいろいろな仕
事を経験しました。しかもこれらの異動は上司からの辞令でなく、自分で手を挙げたことがおお
かったんです」と語っている。会長は、これが自身のリーダーシップの育成に繋がったと述懐し
ている。
　資生堂の福原義春名誉会長は、もともとは学究肌のおとなしいひとりっ子だったそうである。
人前に出て話したり取材を受けることさえ、できることなら避けたいところだったようだ。しか
し、それでは社長は務まらない。そこで、自分を変えた。「テレビや新聞・雑誌などマスメディ
アの取材も積極的に受け、どんどん発言するようにしました」と述べている。
　ダイエーは 1988 年にプロ野球球団の南海ホークスを買収したが、最初にこの球団の責任者を
したのは、以前ダイエーの食品の責任者だった人である[4]。ダイエーが福岡ドームの横にシー
ホークというホテルを開業した時、トップの支配人など管理職すべてが、ダイエーのスーパーで
店長をしていた人たち、また本部で経理や人事をやっていた人たちであった。
　以上のことから分かるのは日本の企業は、専門家集団で成り立っているというよりは（もちろ
ん現場はそうでなければならないであろうが）、少なくともビジネスリーダーは、全く未知の分
野にも強制的に異動されゼネラリストとして訓練をされ、自分自身でも未知の己の才能を開発し
ているのである。
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　日本で「経営の神様」と称される松下電器（現パナソニック）創業者の松下幸之助氏が他の経
営者と際立っている点は、生涯に渡って現役リーダーだった点であるとされている。氏は、零細
企業の経営者から世界的な巨大企業の社長までの様々な地位を経験した人である。「日に新た」
をモットーとして掲げ、幾つになっても全く新しい仕事に手を出し、松下政経塾を設立したのは
84 歳の時であった。松下氏は Samuel Ullman の Youth という詩を愛し、それを基にして作った
詩を、自室に額として掲げていた。
　“青春 / 青春とは心の若さである / 信念と希望にあふれ / 勇気に満ちて日に新たな / 活動を続
けるかぎり / 青春は永遠にその人のものである”
　松下氏は、その地位の変遷に伴い自己の力を開拓して成功裏に自己変革を果たした人物という
ことができる。松下氏が創立者と初めて個人的に対談をしたのは、1971 年のことであり当時松
下氏 77 歳、創立者 43 歳の時であった。両氏の精神的共鳴はこの時から始まり、爾来 20 年間に
わたり対談を重ねた。この「青春」の詩に表された松下氏の人生の考え方は、池田人間主義の生
涯青春と一致する哲学である。
　以上のような挿話で示されているビジネスリーダーの「自己変革力」は、自身の「心の壁を
破った」力である。不可能とは自分には出来ないと決めてしまう心に在るといわれている。この
壁を破れば、新たな世界が広がる。ただし、一点注意を払うべきは「自己変革力」という言葉の
イメージで引き起こされる誤解である。この例では決してリーダーがその元の人間性を変えて
新しい人間性に変化したと捉えるべきではない。仏法的な観点からすると自己変革力というのは、
こちらからあちらに変化したという捉え方ではなく、元の性格が目に見えない形で心の奥に収ま
り（冥伏するという）、もともと彼の心の中にあった新たな性格（可能性）が目に見える形で現
れた（顕在する）と考えるのである。すなわち移動ではなく、拡大である。このようにして人間
は自己の境涯を大きく広げることができる。この境涯の変革を創価学会第２代会長戸田城聖氏は、
「人間革命」と表現した。この意味からも上述のリーダーの事例は「人間が持つ無限の可能性」
を開いた具体例である。
　また、松下幸之助氏は、従業員を自分以上の経営者に育てようと常に社員に接していたことは
有名である。これはリーダーの行う責務としての後継者の育成という観点からも重要である。創
立者は次のように指摘している[5]。「会社組織においても、また一つの国家においても、この長
期的な人材養成が行われているかどうかが、最大の眼目になってきます。（中略）未来を担うべ
き青年たちが、どこまで大切に教育され、未来飛翔のエネルギーを蓄えているかが、一民族、一
国家また一組織の盛衰の鍵となると確信します」。このように人間主義では、一人の人間を固定
的には捉えず、あらゆる可能性へ向けて変貌を遂げ、生命境涯を拡大しつづける存在とみている
のである。
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２．人間主義が理想とする「全体人間」
　第二の「全体人間」とは、生命の捉え方として西洋哲学にはない仏法の特徴的な思想である。
創立者は、Ａ・トインビー博士との対談において次のように述べている [6]。「人間の精神は意
識だけで成り立っているものではなく、むしろ人間の意識は人間精神の一部にしかすぎません」。
「知性、理性、感情は、この生命自体の表面の部分であって、生命全体ではありません。知性や
理性、感情は、この全体的生命を守り、そのより崇高な発現のために奉仕すべきものです」。池
田人間主義では西洋思想は理性に偏重しているとみる。
　さて、この点において日本の経営者はどうであろうか。経営の現場においては、様々な経営情
報の分析などが必須であり当然理性、論理性が重要視される。しかし、それと同様に感性も重要
視している経営者が見受けられる。次にそのようなトップリーダーの考え方を数例紹介する。
　千房の中井政嗣社長は、リーダーシップに関して次のように述べている[7]。「こうしなさい、
ああしなさい、そうすればこうなります、というリーダーがいる。これは理性あるリーダーであ
る。それに対して、感性あるリーダーは、要はこうしたいのだ、そのためにはどうしたらいいと
思うか、という言い方をする。その方が各人の個性が生かせる」。
　ハウス食品㈱取締役の小瀬昉副社長は、概略次のようなリーダーの要件を語っている[8]。「論
理的に物事を説明できないと人は納得しない。が、心の共感性がなければ人を動かすことはでき
ない」。「リーダーは自らの弱みをさらけ出せ。自分の真の姿をどれだけ見せるか。強い面と弱い
面の両面を素直に見せること。人は成功した話より失敗した話に共感と人間性を感ずるものであ
る。そして、自分の弱みはいくら隠そうとしても周囲から見えてくるものだ」。「部下が、『上司
も人間なんだ、自分と同じように苦労してきたんだ』と思えることで、親近感と信頼感を増す」。
「これが組織の一体感につながる」。弱い面をさらけ出すリーダーシップについては、上述の中
井社長も自社の店長のエピソードを語っている[7]。
　人間の感性重視の面から日本企業の経営は「家族的経営」と称されることがある。日立製作所
の庄山悦彦会長は創価大学の講演で概略次のように語った [9]。「従業員が仕事や会社に愛着を持
ち、経営幹部とビジョンを共有して、ともに進もうとする家族的経営は、日本人の力を引き出し
た良いシステムである。日本人の有言実行、強い倫理観、最後まで何としてもやりぬくといった
精神が日本経営の根幹にある。日本企業では安定雇用が大前提であり相互信頼、現場主義があ
る。そして、これからはリスクを取って技術開発に挑戦し、イノベーションを実現することであ
る。チームワークを生かした日本経営の原点に立ち戻ることが今のグローバル大競争の波を乗り
切るカギである」。
　日本でもここ 20 年ほど社会的企業や NPO 法人の活躍が目立っている。そして、多くの女性
社会起業家がこれらの組織を率いている。これら女性経営者の経営手法を研究してみると明らか
に男性経営者と異なり、女性特有の感性が大きな部分を占めていることが分かる[10]。彼女らは、
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家族のためや地域のためなどから起業を発想し、自分のやりたいことを仕事にして、それが結果
的に社会貢献につながっているのである。社会貢献を企業目的に据える組織にあっては女性の感
性が有効に活かされている状況がある。
　このような感性や共感性は、人間の精神を基盤とするものであるから、感性重視のリーダー
シップの考え方が日本という特定の国に限定されるものとはいえないであろう。創立者は、トイ
ンビー対談で次のように指摘している[6]。「家族主義的労使関係は、社会学者の説によりますと、
日本独特の現象だとされています。しかし、私は、やがては日本だけの問題ではなくなってい
くのではないかと思います」。創立者が重要視する思想の一つに「内在的普遍のアプローチ」が
ある[11]。これは、以上のような感性重視の思想をさらに一般化した捉え方であり、平和を目指
す池田人間主義の大きな柱をなしている。創立者は「内在的普遍のアプローチ」に関して次のよ
うに解説している。「こうした瑞々しい想像力というか生活感覚、生命感覚の人にとって、近し
い人はもとよりのこと、見ず知らずの異国の住人であっても、否、風土、産物さえもが、親密な
『隣人』としてあるに違いない」。
　また創立者は、理性と直観との関係性を次のようにも述べている。「人間の進歩は理性による
のではなく、理性を操作する直観の深化とその質的向上による」[12]。「理性は自ら何かを創造す
ることはできず、事象を創造的に洞察するには直観智に拠らなければなりません」[6]。このように、
池田人間主義では、理性のみではなく、知性、感性、共感性、直観など生命を形作る様々な特質
を調和的に働かせる「全体人間」を理想とするのである。
３．目指すべき「自他ともの幸せ」
　第三は「自他共の幸せ」を求める思想であり行動である。仏法の依正不二論では「自己とそれ
を取り巻く環境は、二つのようであるが二つでない」と教える。人間の心の奥底にある無意識の
更に奥に生命エネルギーが爆流となって流れる層があり、これを「阿頼耶識」と呼ぶ。唯識学派
では、この生命のエネルギー流は、他の人のエネルギー流とも交わり、果ては大宇宙とも交わっ
ていると説く。このように認識された宇宙を「大我」と呼び、この世界に存在するあらゆる存在
の関係性を捉えた概念の帰結である。
　創立者は、依正不二の関係性について次のように説明している[13]。「全てはつながっている。
この世に単独で存在しているものなど、何一つとしてない。いかなる生物も自分一個で生存を全
うすることは出来ない。社会全体を良くしなければ、自己の繁栄、幸福は確保できない。同時に、
どのような社会、企業、国家であっても、個人を犠牲にした繁栄は真の繁栄ではない。『他人だ
けの不幸』がありえないように、『自分だけの幸福』もありえない」。これが他の人の幸せを追求
することにより自己の幸せも実現できるとする「自他ともの幸せ」の思想である。日蓮仏法では
これを「人のために火をともせば、我が前明らかなり」と表現する。
　それでは、「自他ともの幸せ」はどのようにして実現するのか。創立者は次のように言う[1]。
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「心が変われば、環境が変わる。心がそうしたいと願えば、現実もそう動き始めていく」。次の
言葉は「人間革命」についての創立者の有名な言葉である[14]。「一人の人間における偉大な人間
革命は、やがて一国の宿命転換をも成し遂げ、さらに全人類の宿命の転換をも可能にする」。こ
こにあるのは全てはつながっているとする依正不二の思想であり、それを踏まえた行動として
「まず身近な具体的なところから始まり、一歩そしてまた一歩と、四囲を『隣人』たらしめる人
間連帯の間断なき構築作業」[11] の重要性である。
　この「自他ともの幸せ」の思想には、その背景に「多様性の礼賛」があり、「共生」の基本理
念となることを見逃してはならない。すなわち、「人間と自然と宇宙が共存し、小宇宙と大宇宙
が一個の生命体として融合する。人間の多様性を認め、礼賛する。人間、民族、国家がそれぞれ
の個性を認め合い、生かしながら『共生』していく」という捉え方であり、池田人間主義でいう
ところの「普遍主義」である。
　長年、松下幸之助氏の秘書として仕えた PHP 研究所の江口克彦副社長は、彼の成功の理由を
次のように結論している[15]。「松下幸之助という人は人を喜ばせることに喜びを感じる人だった。
優れた経営者というものは自分のことをさしおいても、周囲の人たちのことを一生懸命考える、
周囲の人たちが喜ぶことに喜びを感じる資質というか、そういう人でないと成れないのではない
か。これが松下さんが成功した理由です」。まさに「自他ともの幸せ」の実践ではなかろうか。
　創立者はリーダーシップの肝要について次のように指摘する[1]。「日本の経済的発展には、企
業家、経営者の『時代を鋭く把握する力』も大きなバネになってきた。その『先見性』『行動
力』を、より確たるリーダーシップに変えるものこそ、『他者への貢献』という志向だ」。ここで
いう「他者への貢献」とは、自己犠牲ではなく「自他ともの幸せ」の追求である。
　ビジネスの世界でこのような考えの下で活動している組織の一つが前述した社会的企業といわ
れるものである。多くの社会的企業は、貧困、差別問題から身近な地域活性化など従来行政がな
し得なかった社会的課題と向き合い、より良い社会環境の実現に向けて努力を継続している。そ
の原動力となっているものが社会起業家の社会貢献への不屈の情熱であることが明らかになって
いる[10]。
　創立者との対談で未来学者のヘイゼル・ヘンダーソン氏は、グローバル社会の今日の変化を次
のように述べている[16]。「これだけ世界がグローバル化した状況の中では、従来の『一方が勝利
し、他方が敗北する』という競争のルールそのものを見直す必要があります。（中略）『自分だけ
良ければ』と安易な気持ちで行動してしまえば、結果的に、皆にとって悪い状態を招いてしまう
―そんな世界に生きていることを、知っておく必要があるということです。そうではなく、“皆
にとって良い社会を築くことが、結果的に、自分にとってプラスとなる”ことを理解し、自らの
生き方とすることが大事なのです」。これは、池田人間主義と一致する考え方であり、このよう
な「自他ともの幸せ」の追求が今日ますます重要性を帯びる環境となった。
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４．次代の指導原理となる「人道的競争」
　前節の「自他ともの幸せ」の追求の概念から「人道的競争」と名付けられた考え方が創価学会
牧口常三郎初代会長により提唱されている[17]。牧口会長は、人類史を俯瞰しながら、生存競争
は軍事的競争、政治的競争、経済的競争をへて、これからは人道的競争を目指すべきだと訴え
た。氏の言葉を引用すれば、次のようである。「武力若くは権力を以てしたると同様の事をなし
たるを、無形の勢力を以て自然に薫化するにあり。即ち威服の代はりに心服をなさしむるにあ
り」。この提言の根本にある思想については、次のような説明がある。「要は其目的を利己主義に
のみ置かずして、自己と共に他の生活をも保護し、増進せしめんとするにあり。反言すれば他の
為めにし、他を益しつゝ自己も益する方法を選ぶにあり」。この概念を提唱した時、牧口氏は日
蓮仏法に出会う前の若年であったが、まさに「自他ともの幸せ」と同義の捉え方である。人道的
競争の「競争」の意義については、次のように述べている。「苟しくも天然、人為の事情により
て自由競争の阻礙せらるゝ所。これ沈滞、不動、退化の生ずる所」であるとの認識である。
　2008 年のリーマンブラザーズの破綻に端を発した世界金融危機を受け、創立者は、現在のグ
ローバル化した世界の危機的状況を次のように指摘している[11]。「規制緩和や技術革新を追い風
に順風満帆のように見えたグローバリゼーションも、今や世界同時不況という台風並みの逆風に
さらされています。自由競争に任せておけば、市場は万事うまく運ぶといった予定調和的な行き
方の破綻は、誰の目にも明らかなのですから、かつてない難局への対応は焦眉の急を告げていま
す」。そこで、創立者が取り上げたのが牧口会長の「人道的競争」の概念である。これについて
は、「資本主義の袋小路を抜け出すための発想の転換というか、新たなパラダイム・シフトへの
ヒントとして提唱したい」概念であるとしている。「競争的側面を直視しつつ、むしろ人道とい
う価値を基盤におく競争に転換し、『人道』と『競争』の両方の価値を相乗的に顕現させようと
する『人道的競争』こそ、21 世紀を拓きゆくパラダイムの先駆けたりうるものではないでしょ
うか」との提言である。
　今日、世界的には、物質の獲得・生産・消費を人類成長の基準とした GDP 万能の時代か
ら、人間の生活の質の向上を目的にした新たな時代へと舵を切るべきであるとの識者の指摘もあ
る[16]。しかし、本稿の冒頭で紹介した創立者の指摘どおり、この先いかなる指標を拠り所にす
るのか定まった哲学がない。持続可能な地球を実現するためにローマ・クラブのレポートでは、
以下のようなビジョンが提案されている[18]。概略を記すと、「持続可能性、効率、ニーズの充足、
正義、公平、共同体が重要な社会的価値となっている。目的ではなく、手段としての経済。人類
社会や環境に奉仕させる経済ではなく、人類社会の幸福や環境のために奉仕する経済。物質的な
ものの蓄積を必要としない生き方ができ、それをよしとする理由がある社会」などである。創立
者との数度の対談を経てローマ・クラブの創始者アウレリオ・ペッチェイ氏は、次のような結論
を述べている[19]。「人間革命こそが、新しい進路の選択と、人類の幸福の回復を可能にする積極
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的な行動の鍵なのであり、したがって、われわれは人間革命を推進すべく、力の及ぶ限りあらゆ
る手をつくさなければなりません」。
　人類の進化は、多量の物質の消費を必要とするものではなく、GDP の成長だけが社会の成長
ではない。我々が、物質の消費に依存する社会を放棄した場合には、人類は、芸術・文化をはじ
めとする他の様々な分野でその能力を競い合い、人間としてふさわしい新たな幸福の基準を得る
ことができるであろう。創立者は、持続可能性の追求について、「人道的競争」の理念と関連付
けて次のように述べている[20]。「資源は有限であっても、人間の可能性は無限であり、人間が創
造することのできる価値にも限りがない。その価値の発揮を良い意味で競い合い、世界へ未来へ
と共に還元していくダイナミックな概念として位置づけてこそ、『持続可能性』の真価は輝くの
ではないでしょうか」。
５．まとめ
　本稿では創立者の人間主義哲学について、三つの大きな特徴を抽出した。すなわち、「民衆尊
極」、「全体人間」及び「自他ともの幸せ」である。さらに、これらの諸点について、日本のトッ
プ経営者のリーダーシップとの関連づけを行った。ビジネスリーダーの能力として取り上げた点
は、多くのリーダーに共通する「自己変革力」、および日本企業の特徴である「家族的経営」と
その背景にある感性、共感性重視の姿勢である。さらに、これらに加えて松下幸之助氏の「人を
喜ばせる」姿勢について紹介をした。本稿では、これら日本企業の経営者のリーダーシップにつ
いて、創立者の人間主義思想の観点から解釈を試みた。
　創立者の人間主義は人間の精神に基盤を置いている思想であり、イデオロギーを超えて、一組
織や一国に限定されることのない普遍的な思想である。池田人間主義に立脚すれば、ここで紹介
した日本特有のマネジメントスタイルも普遍的なリーダーシップへと昇華することができるであ
ろう。
　最後に、「自他ともの幸せ」から発した牧口常三郎氏の「人道的競争」の概念が持続可能な地
球を実現する未来社会の指導原理となり得るとする創立者の主張を示し、本稿の問題意識の結論
としている。
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